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1. 本書に記載されている写真、技術情報、データ、説明書、その他の情報は、販売前に確認したものです。

お客様のご要望にお応えするため、必要に応じて予告なしに変更を加える事があります。

2. 当社の許可なくこのマニュアルの内容をコピー、保存、または転記することは禁止されております。

3.Tromoxは、当社以外が製造したパーツやアクセサリーの適合性と安全性を保証しません。必ず純正部品を使用してください。

 当社以外が製造したパーツやアクセサリーの使用により生じた損失は、いかなる場合であっても責任は負いません。



はじめに

TROMOX MINO-Bをご購入いただき、誠にありがとうございます。

このマニュアルでは、TROMOX MINO-Bの基本的な操作とメンテナンスについて説明します。

乗車前にこのマニュアルをよくお読みください。

正しい操作とメンテナンスは、良好な乗り心地と良い性能を発揮するとともに、耐用年数を延ばすことが可能です。

当社の販売代理店で修理、整備が可能です。

このマニュアルのデータ、仕様、指示は開発時の設計に従って決定され、変更と解釈の権利はTromox Technology Co.、Ltdに属します。 

この商品の技術的変更点については、販売会社である株式会社MSソリューションズのウェブサイトを参照してください。 

https://www.xeam.jp/

それでは安全な旅をお楽しみください！





ご使用前に 

自分や他の人の安全のために、次の指示に従ってください。 

1.該当免許のない人は、このバイクを運転することはできません。 
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1.乗車前にこのマニュアルの情報を深く読み、理解してください。

その他の指示や警告に基づいてバイクが良好な状態にあるかを確認してください。

問題があった場合は、取扱店舗またはMSソリューションズまで連絡してください。

2.車両の操作や機能に関して、警告、および注意について十分理解してから車両を操作してください。

3.車両に表示された警告ラベルをよく確認してください。

4.この製品内の回路を修理、分解、または交換することは固く禁じられています。

修理または交換が必要な場合は、取扱店舗またはMSソリューションズまで連絡してください。

5.この取扱説明書は大切に保管してください。

安全上の注意

2.安全のため、乗車中はヘルメットを着用してください。

3.MINO-Bは１人乗りです。

4.運転に影響を与える可能性のある薬物を服用した後や、アルコールを飲んだり、肉体的に気分が悪いときは運転を控えてください。

5.積載量には、乗員の体重が含まれます。荷物の積載重量についても法律に順守してください。

6.未舗装、濡れた路面では制動距離が長くなりますので、ご注意ください。急ブレーキ等の操作はしないでください。

また、嵐や台風などの悪天候下では、運転を控えてください。
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7. 停車中は不意の発進を避けるため、起動後はパーキングモードにしてください。

8. バイクから離れるときは必ず電源を切り、小さな子供から遠ざけてください。

9. このバイクはリチウムイオン電池を使用しています。事故を防ぐために以下の項目を守ってください。

⑴バイクを建物の緊急脱出区域、駐車場以外に駐車しないでください。

　⑵バッテリーを可燃物から遠ざけて充電してください。また、バッテリーが完全に充電されたらすぐに充電器を外してください。

　⑶バッテリーは適切に使用し、警告ラベルに注意してください。バッテリーは分解してはいけません。

　　バッテリーを廃棄する際は取扱店舗またはMSソリューションズまでご相談ください。

⑷充電器の使用方法および警告を読んでご使用してください。充電器を交換する際は、純正品を使う必要があります。

⑸洗車時は洗車手法を読んで作業を行ってください。

10.乗車前にチェックが必要な項目：

⑴ ヘッドライト、ウィンカー、テールライト、ブレーキランプ、ライセンスライト、ホーン等が正常に作動するかを確認します。

⑵ フロントブレーキとリアブレーキが正常に作動するか、ブレーキキャリパーの固定ボルトが締まっているかを確認します。

⑶ タイヤの空気圧は正常かどうかを確認します。

⑷ハンドルおよび前輪と後輪がしっかり固定されているかどうかを確認します。

⑸ リフレクターの損傷または汚れていないかを確認します。

⑹ バックミラーを確認します。乗車姿勢の時、後方10メートル以上の範囲を視認できる様に調整します。

異常があった場合は運転を中止して、取扱店舗　または　MSソリューションズ販売店まで連絡してください。

11.電動バイクの特性として高負荷での連続走行、又は最高速付近での連続走行を続けると

    電子機器保護の制御機能が働き、動力を停止して走行できない場合があります。

    安全な場所に停車してバッテリーコネクタを抜き、しばらく待ってから再始動してください。



MINO-B 主要諸元
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項目

全長x全幅x全高

ホイールベース

車体重量 ※1

最大耐荷重

最高速度

登坂能力

タイヤサイズ

ホイールリムサイズ

モーター作動電圧

電装品作動電圧

バッテリー

セルサイズ

仕様

1620 x 725 x 950 mm

1120mm

76kg

100kg

55km/h　

15°

60V

12V

リチウムイオンバッテリー

18650セル

項目

バッテリー容量

航続距離 ※2

充電器の充電電流

モーターの定格出力

モーターの定格トルク

モーターの定格回転数

コントローラ

コントローラの作動下限電圧

コントローラの限界電流

仕様

60V31Ah

4A

600W

6.3N•m

1800rpm

FOCベクトルコントローラ

51V

45A

※1 バッテリー含む総重量。

※2 体重75kgのライダーが時速30km/h、気温26℃で平地走行した場合。

※諸元値は理論値であり、実際は荷重、気温、風速、路面、運転の癖など様々な要因の

影響を受けます。

※各車両の航続距離は、お客様のご使用環境(気象条件・体重・勾配・運転方法・車両

状態・装備など)によって、大きく変化致します。航続距離のカタログ値は参考数値

としてお考え下さい。

F：90/80-12 . R：90/80-12

F：   2.15-12   .   R：  2.50-12

60km　



使用方法の説明
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■ 部品配置図(左側面)

B. フロントサスペンション C. VINラベル

H. 盗難防止アラーム

D. ヘッドライト

I. DC/DCコンバータ

E. 左バックミラー

J. シートロック

A. フロントホイール

F. ハンドルスイッチ左

K. チェーンカバー

A　 B　 C　 D　 E　　  F    H  I　　　J　  K



使用方法の説明

■ 部品配置図(右側面)

M. リアホイール N. スイングアーム O. リアサスペンション P. モーターL. リアフェンダー

Q. シート

T. バックミラー右 U. メーター

R. VCU(日本仕様未装着)

V. ハンドルロック

S. ハンドルスイッチ右 / スロットル

W. フロントサスペンション
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L  M　N　　O  P　Q　R    S T  U　  V　 W



使用方法の説明

■メーター表示
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① VIN(車両識別番号)  : ヘッドパイプ右側に打刻

② VINラベル : ヘッドパイプ左側に取付け

③ モーターシリアルナンバー  : モーターハウジング右側に表示

クルーズコントロール使用時に点灯

日本仕様未使用

故障発生時に表示

ウィンカー右作動時に点滅

モーター出力の表示

走行モードの表示

総走行距離表示→トリップ表示

外気温度の表示

READY : 走行可能時に点灯

P : サイドスタンドが出ている場合点灯

ハイビーム時に点灯

ウィンカー左作動時に点滅

走行速度の表示

充電残量を表示 ( バーグラフ )

充電残量を表示 (%)

バッテリー温度の表示

■銘板の位置と車両識別番号(VIN)

① ② ③



使用方法の説明

■左ハンドルスイッチ
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■右ハンドルスイッチ

① モードセレクトスイッチ 　　　S：スポーツモード(高速) / E：エコモード(低速）　

② ハザードスイッチ (ダミースイッチ)　　　※ハザードランプの機能はありません

③ READYボタン

① ハイビームボタン

② ロービームボタン

③ ウィンカースイッチ

左に移動すると左側ウィンカーが作動し、右に移動すると右側ウィンカーが作動します。

中央に戻すと作動をキャンセルします。

④ ホーンボタン

⑤ クルーズコントロールボタン

走行中に押した時点で速度が維持されるため、スロットルの操作が不要になります。

解除するにはブレーキ、スロットルの操作もしくは、もう一度ボタンを押します。

①

②

③

④

①

②

⑤

③





使用方法の説明
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②ボルトを外してトップカバーを後方に引きます。バッテリーケーブルを外します。バッテリーを持ち上げます。 (図3)

③充電器のコンセントを屋内電源に接続します。(図4）

充電器の出力ソケットをバッテリーに接続します。

充電中はインジケータランプが赤色に点灯します。

充電が完了するとインジケーターランプは緑色に点灯します。

※延長コードは使用せず、単独でコンセントに接続してください。

※バッテリーを戻す手順は外す時と逆の手順で行います。

図3

図4

2.車両から外しての充電(図2)

①車体左側のキーシリンダーに鍵を挿します。

右に回してシートロックを解除し、シートを取外します。

ブレーカースイッチをOFFにします。

回転

ブレーカースイッチ
図2
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使用方法の説明

■充電器の使用について

1.使用する前に、充電器の仕様を確認してください。異なるモデル用の充電器は使用しないでください。

2.充電器は防水グレードIPX1です。雨天時に野外での充電は避けてください。

3.ケーブルが損傷している充電器は使用しないでください。

4.濡れた手で充電器を抜き差しすることは避けてください。

5.熱源の近くや直射日光の当たる場所では充電器を控えてください。

6.充電器を可燃物や爆発性ガスの近くで使用しないでください。

7.充電器の吸気部/排気部を塞ぐことは避けてください。バッテリーの故障に繋がります。

8.充電する前に、充電器の出力側のソケットが緩んでいないか確認してください。

9.充電中のインジケータのライトは赤色で、充電が完了すると緑色に変わります。

10.バッテリーが充電されていないとき、または充電が完了した後は、必ず充電器のコンセントを抜いてください。

11.乗車中は充電器を持ち運ばないでください。振動により内部の電子部品が破損する可能性があります。

12.屋内電源のAC電圧が充電器のAC入力電圧と一致していることを確認してください。使用する前に指示をお読みください。

誤った使用によって発生した損害につきましては、メーカーは責任を負いません。

13.充電器を自分で修理したり、分解したりしないでください。　

14.電源コードや出力ケーブルを直接引っ張らないでください。



使用方法の説明
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■起動と盗難防止アラーム

リモコンキー：

電源オン/オフボタン

アラーム機器

1.起動状態

①電源ON：

シート下のブレーカをONへ切替えて、リモコンキーの電源オン/オフボタンを

１回押すと車両が起動して灯火類が点灯します。

②電源OFF/スタンバイ状態：

リモコンキーの電源オン/オフボタンをもう１回押すと灯火類が消灯します。

この状態では一定時間（１５秒程度）は、セキュリティOFFの状態です。

③電源OFF/ロック状態：

電源OFFにして一定時間経過するとメロディが鳴り、セキュリティONになりま

す。

2.盗難防止アラームの機能

 ・リモコン電波の受信、車両移動検出、盗難防止、アラーム警報

3. 警報の動作

   ①警報の作動有無
　　・バッテリー接続されブレーカONの状態で、セキュリティONとなります。

　　・振動を感知したり、車両が移動されると警報が鳴ります。

　　・リモコンキーの電源オン/オフボタンを押すと、セキュリティ解除されアラームが停止します。

②盗難防止装置を作動させない為には 

　・ブレーカースイッチをOFFにする ・バッテリーケーブルを外す

4. 各種サウンドレベル

　・起動音 　60dB(A)/2m　 ・アラーム作動時  95dB(A)/2m　 ※音量を変更することは出来ません。



使用方法の説明
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■乗車前点検

1.ハンドルロックが解錠されているか、ハンドルが滑らかに転舵できるかを確認します。

2.ハンドルがしっかりと固定されているか、左右のハンドルスイッチが正常に作動するかを確認します。

3.バックミラーがしっかりと固定されているか、鏡面に汚れがないかを確認し、乗車姿勢で後方が視認できるように調整します。

4.タイヤ空気圧が適正か確認します。

5.タイヤ表面にひび割れや損傷がないか、溝の深さが0.8mm以下になっていないかを確認します。

6.電源を入れ、メーターに異常が表示されていないことを確認します。

7.走行距離に応じてバッテリーが充電されているか確認します。

8.ヘッドライト、テールライト、前後左右のウィンカーが正常に作動するかを確認します。

9.ホーンが正常に機能するかを確認します。

10.ブレーキオイルが十分であるか、およびブレーキレバーとブレーキシステムが正常に作動するかを確認します。 

11.異常がある場合は、MSソリューションズまたは販売店まで連絡してください。
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走行前の操作

走行前の操作： 

① ヘルメットを被り、あご紐を締めます。

② サイドスタンドを上げます。その後、メーターのパーキングライト（P）が消灯します。

③ READYボタンを押してセキュリティを解除すると、メーターのインジケータ「READY」が点灯します。

以上の操作を行うことで車両を運転する準備が完了しました。

(READYボタンをもう一度押すと、「READY」表示灯が消灯し、車両がパーキングモードに切り替わります。)

パーキングライト

READY インジケータライト

READY ボタン

※乗車する前に周囲の交通に十分に注意し、安全に運転してください。

















製品についてお問い合せ

バイクについてのお問い合せ・ご相談は取扱店にお気軽にご連絡ください。

取扱店

TEL

お問い合わせ

〒810-0801福岡県福岡市博多区中洲 5丁目 6-24 第 6ガーデンビル 6F
販売元：株式会社 MSソリューションズ

XEAM 公式ホームページ：https://www.xeam.jp/　｜　MS ソリューションズ公式ホームページ：https://www.mssjapan.jp/

XEAM事業部
事務局

TEL

受付時間

092-292-5374 MAIL info_xeam@mssjapan.jp

9:00-12:00 / 13:00-18:00 ( 月～金 )
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2,500km
または 6ヶ月
(いずれか早い方)

5,000km
または 1年
(いずれか早い方)

7,500km
または1年半
(いずれか早い方)

10,000km
または2年

(いずれか早い方)コンポーネント 作業内容

全般 I

ステアリング、操作系 I / E

ステアリングベアリング I / C / L

電気系統 I

ライト、スイッチ I / E

サーキットブレーカー I

ホイールベアリング I / E

ホイール、リム I

タイヤ I*

ブレーキ全般 I / C / E

ブレーキオイル E

フロントフォーク I

リヤショックアブソーバー I

スロットル I / L

メイン/サイドスタンド

チェーン

I … Control ( 点検 )　　E … 交換　　C … 清掃　　L … 給油　　*Check : 溝深さ / 空気圧

【 Controlについて 】
機能が正しいか確認してください。清掃や給油の指示があれば追加で行わなければなりません。エラーや欠陥が検出された場合は、修復する必要があります。
※運行前点検は上記の表に関わらず行う必要があります。

I / C / E

I / C / L

メンテナンス スケジュール



メンテナンス レコード

日付
年 月　　　 　日

走行距離

ノート

販売店


















